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１ 市民の命と財産を守るた

めに消防新庁舎の建設を 

 

【質問趣旨】 

 現在の瀬戸市消防本部の庁

舎は１９７２年に建設され５

３年が経過している。 

 令和６年３月に策定された

「瀬戸市消防本部 消防新庁

舎整備基本構想・基本計画」

の概要の冒頭には「建築から

５０年が経過し老朽化は顕著

で、出動動線や安全性などに

課題があります」と記されて

いるとおり、市民も消防新庁

舎建設の必要性を強く感じて

いる。しかし、現状は消防新

庁舎の建設計画は動いていな

い。平成３０年と令和５年の

中期事業計画策定時に、建設

のための予算要求があったが

査定の結果２回とも見送られ

ている。(次ページ) 

 

 

 

 

 

（１）瀬戸市消防本部の役割 

 

 

 

（２）瀬戸市消防本部の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）新庁舎建設が 2回見送

られた理由 

 

①南海トラフ地震の発生のおそれや、近年の気候変動による線状降水帯の発生によ

る被害、また救急搬送の増加などからも、瀬戸市消防本部の果たす役割がこれまで

以上に高まっていると考えるが、認識を伺います。 

 

①建設から５３年経過している現庁舎は老朽化が進み、消防機能を維持するための

工事や修繕が必要な箇所も多くなっていると聞いているが、どのような状況か伺う。 

 

②消防新庁舎の建設が１回目の計画通り進んでいれば、令和５年度には新庁舎が稼

働していた。建設の見送りで現在までに発生した工事や修繕の内容と費用を伺う。 

 

③工事や修繕の必要があっても消防機能を維持しながらでは取り掛かることができ

ず、据置かれている部分があれば内容と規模を伺う。 

 

④建替えをせず現庁舎を継続的に使用すると、老朽化に伴う工事や修繕費がどれく

らい必要になるか見通しを伺う。例えば、今年度中に新庁舎建設が決定したとして、

基本構想・基本計画は令和６年３月に策定されているため、令和８・９年で設計、

１０・１１年で工事、令和１２年度から新庁舎が稼働すると仮定する。最短でも令

和１１年度まで工事や修繕の費用が必要になるが想定できる範囲で支出額を伺う。 

 

①建替えが２回見送られた理由を伺う。１回目は平成３０年度のタイミングである。

中期事業計画で、平成３２（令和２）年度から始まる予定だった消防新庁舎建設に

係る事業の予算要求額１２億７,３７３万円が査定の結果見送られた。新庁舎建設を

見送ることとした理由を伺う。 
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今回の質問では、消防新庁

舎建設が見送られた理由を明

らかにし、その時々の政策判

断は適切だったのかを検証

し、市の財政収支の見通しが

大変厳しいと公表されている

中で、２４時間３６５日稼働

し続ける消防本部の機能が低

下することなく維持・向上さ

せていくため、新庁舎建設に

舵を切ることを求め、質問を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②平成２６年から進められていた小中一貫校整備は、平成３０年に９億５,３００万

円、翌年の令和元年は５３億円の支出を伴い、現在のにじの丘学園校舎が建設され

た。消防新庁舎整備の査定が見送られたこととの関連について伺う。 

 

③消防新庁舎建設が２回目に見送られたのが、令和５年度の中期事業計画策定のタ

イミングである。この年は、消防新庁舎建設に向けて「瀬戸市消防本部 消防新庁

舎整備基本構想・基本計画」を策定している年度で、翌年度から設計業務委託や令

和８年度からの建設工事のための予算１３億３,７００万円の要求がされていた。し

かし、査定結果は建設工事が見送られ大規模改修へと方針が変更され２億１,５００

万円へと減額された。理由として「市全体の投資的事業の財政需要増額により、昨

年度までの査定を方針変更し、消防新庁舎整備建設工事を見送りとする」と担当課

のコメントがあった。 

毎年策定されてきた中期事業計画は、投資的事業の計画も含めて見通しを持った

計画であったと考えるが、消防新庁舎建設の計画に影響を及ぼした投資的事業の内

容について伺う。 

 

④令和５年１２月に策定した中期事業計画と共に、１０年先を見通した中期事業計

画の財政計画補足資料が配布された。内容は令和６年度から令和８年度までの３年

間、全体の要求では毎年多額の収支不足が発生するため、事業のスケジュールや内

容、事業費を精査した内示額とする旨の説明であった。計画を見送る理由となった

投資的事業の中で、消防新庁舎建設も含まれる「公共建築物整備」の削減割合が大

きくなっている理由を伺う。 
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（４）消防新庁舎建設の計画

について 

 

 

 

（５）消防の広域化と消防新

庁舎建設について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤令和５年１２月に建設から大規模改修に方針変更した説明を受けた直後、令和６

年１月には能登半島地震が発生し、市民の災害時の不安は一層高まっていった。令

和５年度中に進めていた「瀬戸市消防本部 消防新庁舎整備基本構想・基本計画」

は令和６年３月に策定され、概要の冒頭には「建築から５０年が経過し老朽化は顕

著で、出動動線や安全性などに課題があります」と記されている。令和５年度の経

過を踏まえ、令和６年度以降再び消防新庁舎建設の方針に変更しなかった市長の政

策判断が適切だったのかが問われていると考える。市長の見解を伺う。 

 

①令和５年度の中期事業計画で、建替えから大規模改修に方針転換されたが、現状

の進捗について伺う。 

 

②現時点で消防新庁舎建設の計画はどのようになっているか伺う。 

 

①令和７年４月から指令センターの共同運用が開始しており、瀬戸市、尾張旭市、

津島市、蟹江町、あま市、大治町、弥富市、飛島村、愛西市からの１１９番通報の

受信や出動指令を、名古屋市防災指令センターで行っている。現在は、指令センタ

ーの共同運用のみであるが、消防の広域化についても研究中と聞いている。その目

的と新庁舎建設に与える影響について伺う。 

 

②消防の広域化によって新庁舎建設に有利な起債が使える可能性があると聞いてい

るが、今後の消防新庁舎の建設とどのような関係があるのか伺う。 
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 （６）消防新庁舎建設の財源

見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）消防新庁舎建設に対す

る川本市長の見解 

 

①令和７年１０月に策定された財政収支見通しで本市の財政状況が説明されてお

り、これを読む限りでは「大変厳しい財政が続く」と感じる内容であるが、本市の

財政について現状と将来の見通しについて見解を伺う。 

 

②財政収支見通しは、令和６年度までは第６次総合計画の下に中期事業計画があり、

それに基づき財政収支見通しが策定されていたが、現在は中期事業計画が策定され

ていない。どの事業をいつ実施するかなど、何を根拠に財政の見通しを立てたのか

伺う。 

 

③本市の方針が「消防新庁舎の建設を再開する」と変更になった場合、財政的な見

通しはどうか伺う。 

 

①消防新庁舎建設は市民の命と財産を守るためにも後回しにできない事業であると

考える。川本市長の任期中にどのような見通しをもっているか見解と決意を伺う。 


